
意見書

最
低
保
障
年
金
制

度
の
制
定
を
求
め
る

一思
日一
圭
日

財
源
を
消
費
税

に
よ
ら

ず
、
現
在

の
無
年
金

・
低

年
金
者

に
適
用
す
る
最
低

保
障
年
金
制
度
を
た
だ
ち

に
制
定
す
る
よ
う
国
に
要

請
す
る
も

の
で
す
。

高
齢
者

の
生
活
実

態
に
見
含
う
年
霊

引
き
上
げ
を
求
め

る
意
見
書

無
年
金

・
低
年
金
者

に

生
活
支
援
金
を
支
給
す
る

こ
と
や
、
消
費
者
物
価
指

数
が
下
が

っ
て
も
、
平
成

２３
年
度

の
年
金
は
引
き
下

げ
な

い
こ
と
な
ど
３
項
目

に
つ
い
て
国

に
強
く
要
請

す
る
も
の
で
す
。

※

　

「最
低
保
障
年
金
制

度
の
制
定
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
を
求
め
る

請
願
」
、

「高
齢
者
の

生
活
実
態
に
見
合
う
年

金
引
き
上
げ
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め

る
請
願
」
の
２
件
は
、

意
見
書
が
可
決
さ
れ
願

意
が
満
た
さ
れ
た
の
で
、

請
願
の
議
決
を
必
要
と

せ
ず
、
み
な
し
採
択
と

い
う
取
扱
い
を
し
て
い

ま
す
。

Ｈ
月
９
日

（火
）
と

Ｈ
月

３０
日

（火
）
に
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ

の
議
会
で

議
決
さ
れ
た
案
件
は
、

次
の
通
り
で
す
。

第
２
回
臨
時
会

（
１１
月
９
日
開
催
）

▼
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

に
同
意
し
ま

し
た
。

来
野
良

一
氏

（嘉
穂
）

▼
ふ
く
お
か
県
央
環

境
施
設
組
合
議
会
議

員

に
新
井
高
雄
議
員

を
選
出
し
ま
し
た
。

▼
専
決
処
分
事
項

（損

害
賠
償

の
額
を
定
め

る
こ
と

に
つ
い
て
）

を
承
認
し
ま
し
た
。

第
３
回
臨
時
会

（
１１
月

３。
日
開
催
）

▼

一
般
職

の
職
員

の

給
与

に
関
す

る
条
例

ほ
か
３
件

の

一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

※
平
成

２２
年

８
月

１。
日

付

け

の
人
事
院
勧
告
を

考
慮

し
、

１２
月

か
ら

の

一
般
職
員
の
給
料
月
額
を
、

若
年
層
を
除
き
、
Ｏ
．１
％

引

き
下
げ

る
と
と
も

に
、

４
月
分

の
給
与

の
Ｏ
．１

９

％

の

８

カ

月

分

と

６
月

の
期
末
手
当
等

の

Ｏ
．
１
９
％
を

１２
月
期
末

手
当
で
減
額
調
整
し
ま
す
。

ま
た
ヽ

‐２
月

に
支
給

さ
れ

る
期
末

・
勤
勉
手

当

の
支
給
率
を
引
き
下

げ
ま
す
ｏ

市
長

・
副
市
長

・
教
育
長

０

・
１
５
カ
月
分
減

議
員
０

・
１
５
カ
月
分
減

一
般
職
員

Ｏ

・
２
０
カ
月
分
減

再
任
用
職
員

Ｏ

。
１
０
カ
月
分
減

▼
ケ
ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

施
設
改
修

工
事
請
負

契
約
議
案
を
可
決

し

ま
し
た
。

一調
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